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尚当地区及ひ射JJ∫　地区大会参加級数の申込鞍日が過ぎて屠りますので至急申出卜さい。

紺蔀は辟挙のもぎ＝こあります．

J　新クラブ誕生

厚木Ru　∫月J u附　　　成出RC　、i月†ダリ汎　　　用出Rc　　、す月／gu隔

ダ　例　会　象　限

山腹景J　　占HJgU　　例会時間　p㍊∫．〟∂（クラブ7ソ七ンプリー1

上山月C　　占月JL′U　　　　〝　　　手昆ダ‥タ∂（　　　　・′

出目HC　；月J♂U　　　ケ　　1－丸1占．しけ　割烹　小の長

村山RC　　7月　タリ　　　　グ　　　と・M占．‘フ∂　ひ　も　や

∫　事務所変輿　　　　八戸封C　　上しいく〔j　　閉止．Rc

三　弟タJJ　地区隼次大去絵絹慈恵委員

小　花会長よ　り

・〔）　今日でロータリ　ー弘檻終√で

○　各委員長よ

次例会から役員な

されました。

許される。

り当該委員会の腐動報告書を捉出して裁き掻い。ガ′くナ

られるものである。ガノくナーの訪勒工大体ダ月～タ月頃かと予想される

縮であるが出来待れは次例会までお粗いしたい。弟J例会までにほ決算書な

て引払を二売rl笈い。

○　代RCからU一夕　Ⅶ英字基金馨巨草生に推戴する予定

旺省か趣デー留学の

ので辞退する缶通報があったさ我RC　としてに非常に残

7よっ差：。

0　来生匙のプログラム委 員長を予定された

≒lをお1粗い串

早　坂　署　よ　り

まだ鮎俵が′山プ％回接してほいないが・皆様の卸援助によってプログラム委員長の仕事を

勤めてf∫き紘いり今までスピーチをやっていない会員の方々に適当な時蜘こスピーチをお粗い

机上拙良いpスピーチの都合の患い功は・他に滴当なスピーカーを菌臆して頂くよう御配膳覿

い隆い。

三　浦　君　よ　り

先般理串会を開いて釆斬乱の活動計画を検討したが、それによって職業別箱委員会、会員選

衡委員会、出帖奨励姜員立のカ々比例去終′緩む時短残　麒小姓い。

余年（圏）者より

米矩捉のす昇のことについてお品する。

九Llの理もi会で得た原案を採川して説き妓い。会費／・J♂♂Hから∫♂∂ilj増柚する汎こ

れは「ロープ1トーの友」そ紺地の小さなパンフレ！′日鞍曲数他鵜配布になりその都施粟島し

ていた）の代壷などを圭相めて／・かれ7日とするもむであることを細∫廉粗い良い。

納期よりの触越金を一応／・ふれ7日とL■てあるが．ニはまだ融払底の決算が出来てい互いの

で具のような形にした。（以卜敷布のナ弟実により各項巨の説妙」を行う）

娩軌としてサ針の範血再で活動し・予鼻そのものを尊重して行き勘、8各委員会でう頬超過

をする時はサ哩、のか、・jr搬・和）て頂き妓い。クラブの親睦靭榛などでも此。予算以上に高

如し／宣しいようなお誠もあるかそ√）よ”上船舶様で協議の上すめ承諾を穆て使って頂き良い
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次いで発∴2号ではないかと思考する。ほんとに純しみ深い姉妹クラブとして先日輿もg上土Or－

ini　壬ぎ夫妻の来訪．甘得たわけである。

今愛で海外に∫名の会員が出かけていって友愛の病をかけたこそれに槻適して多くの交襟があ

った。これ等は国際車仕委員会の痛動部血であった。

粗戯牒Cが如何に莞ちっと活動して釆たかということは地区内外㌫注巨を引いた。来る可き胞区

大会の資稽寄食委員良に不H仏が遮任されたが、之は此のクラブからの′貝としてピックアップ

されたものである。クラブの活動の成果によるものである。

〝軌、多く言少たく－－であるが・以上を以って本臼のスピーチとするっ

仁クラブ活動については尚∠目プEH’〃ラブ餌21倒覿恕念祝貴会の時のスピーチをも彦根し

て頂き檻い）

1961一一62年度理事・役員・委員名簿 伊同日RG

三軌を樟こ畔　　金井　勝助　　三一特　　徴　　貰療　養紡
′ト花　盛雄　　佐藤　武名　　谷口　晴敏

二　・江上∴∴反王佐藤　良禽

ク　ラブ奉仕　委

l出愉奨励を

職業分類委

会　報　寄

r雑　誌　香

華奉什委員

串l小池一一蜜離

井撞三助

表妄“‾亮一‾一‾‾▼‾‾▲「這七

日兵　　佐藤　良良き

■■－　‥一一㌦∴∴ご．’

了■　∴　一二　．言．ト

鉛板健を」委員　板垣　増給　小花盛雄／′

今軋壮太郎で　′′　荘司繋太郎　手塚　林蔵
‾‾＋－‾、‾　■‾▼▼‾▼‾十＋＋‘－‾‾‾‘‘＋‾‘一一＋一▼‾‾鵬＋‾‾■＋

柏中　正臣　　〝　　嶺岸　光吉　伊藤　博司
－　　　　　　　　　　　　　－1．　　　　　　　　　■　　二　　　　　　一一一一・　　　　　・－一－－．　　　　　　＿

敢　　相調；〝　飲自　信責．中台　吉郎

勝助童　〝　　佐藤伊郎治

博」〝　　早坂際四部　七年　良吉

三助．′′　　大野　式だ　肯藤　村寸々
l　‾　l　－　l‾’▼l　　‾1　‾‾－－‾■　▲一一・・一1－　　　－　－　－　　－一・一一　一一l　一一・一

池け　方、ト　〝　　議藤　栄作　日用　克l

社会奉仕委員会

〝　　　津押　晋介 ��′′　　斎藤得四郎 

〝　　　軍．指　定的 ��〝，二転谷■川文摺 

〝　　　　谷「－ �嶋敏 �〝　　佐藤仁太郎 

せ株　主約　ポ；木　善作

福島　芳雄　五十観三郎

〝　漁　　紹淵　阿部　公一　扁昭も　二奉二

そ　の　他

鵬西他かこ集中豪雨があり洪水、山崩れの救護華大なりとe

大畑持名古屋壌机始まる屯などの誠魅で麗やか。■本生皮妓後の例会で小花会長の敏弘感銘深

い。会報編集も之で終り．ほ∵）～すると崗時た－まつの寂しさもある。

ing

ニ　コ　ニ　コ　箱　　　　　　　　　　　一‥＝…・．，．‥

舶用RCの貧漣が非常医こよいと佐々木ガノくナ一に賞賛されたので、三井右。

J叫封佃等癌氏を勤めさせていただいたので、小花君。軌臥前々回欠格したので五十嵐君
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「‖」一


